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株式会社TF-METAL 新居事業所 竹腰 心    

塗装機の泡あふれにより、
職場環境が悪化。
泡の特性を利用した改善により、
問題を解決した事例です。

電着塗装機UF水洗槽泡あふれ撲滅
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サークル紹介。

私たちFGサークルは、✅様々な世代にまたがり平均年齢35.5

歳、男性6名で構成。
運動不足が気になる年齢のサークルでもあるので「頭も体も足
も動かせ！立ち止まらずにみんなで相談！！」
これを活動方針としました。

サークルスキル評価。
職場及びサークル能力はこの様になっており、サークルレベル
は現状Cゾーン。
目標のBゾーンに向け、日々QC活動を通して精進しています。

個人のスキル評価。
今回の活動では、テーマリーダー竹腰とサークルのリーダーで
ある山本を中心に、全体の能力を向上させ、Bゾーンを目指し
ます。

テーマ選定理由。
サークルメンバーで現場の問題や課題を取り上げ、重要度、緊急度、実現性で評
価。その結果、No.2の『電着塗装機のUF水洗漕泡あふれで作業環境悪化』 がと
くに現場で困っている喫緊の問題であると判断。

この問題の解決は、上位方針✅『皆が快適に仕事できる職場環境の実現』とも合

致していると判断し、今回、✅『電着塗装機 UF水洗漕 泡あふれ撲滅』をテーマ

として選定。

工程概要。
電着塗装は、電気の力を利用し金属に塗装をおこなう塗装方法。
広範囲に均一な塗装が短時間で可能という特徴から、製造業では広く採
用。製品は塗装することで見た目がよくなるだけでなく、錆にも強くな
ります。TF-METALでは、60分かけて全自動で塗装をおこなう電着塗装機
を２台保有しています。

その電着塗装機は、細分化すると13工程で構成。
今回の泡あふれは、8工程目の『UF水洗①』という工程で発
生。
想像以上にひどい状態でした。
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泡あふれが発生していた、UF水洗①は、7工程目の電着塗装工
程から出たワークに付着した余分な塗料を洗浄する最初の工
程。
シャワーで製品に洗浄水をかけて洗浄。その後製品は、さらに
２段階のDIP洗浄を経て、乾燥工程へ進みます。

ここで洗浄に使用する洗浄水は、✅通常のフィルターと比較し極めて目の細かいウルト

ラフィルターを通ったUF水と呼ばれる塗料の液体成分のため、UF水洗と呼ばれていま

す。✅UF水は、✅8工程目から10工程目のUF水洗工程で製品に付着した余分な塗料を洗

浄し、✅7工程目の電着塗装工程に戻ります。

UF水洗は、UF水で洗浄することで余計な水を使わずに塗料を回収できる、画期的な洗浄

システムなのです。今回の泡あふれは、シャワーにより洗浄をおこなっている✅8工程

目のUF水洗①で発生していました。

現状把握。
まずは、泡がどのようにあふれているのか、現地で現状を確
認。シャワーが動作すると、液面で泡が発生。
その繰り返しにより泡はふくらんでいき、右側の窓に到達する
と床面にあふれ出る様子が確認。

次に、実際にあふれている泡の量を、重量を測る方法で調査。
その結果、シャワー動作と連動し、泡あふれは常時発生してい
ること、そしてその量は年間で1,189kgにもなっていることが
分かりました。

次に、製品ごと、ラインごとの泡あふれ量に違いはあるのか調

査を実施。✅

すべての製品で同じように発生おり、有意差無し。

また、✅2台ある塗装機で確認したところ、どちらの塗装機で

も同じように発生。
こちらも有意差無し。

次に、シャワーの拡散量を変更した場合の泡あふれと洗浄力を調査。

✅ミストシャワーは、泡あふれこそ少ないですが、洗浄水の勢いが弱く、洗浄力

が不足。✅現状のストレートシャワーは、洗浄範囲、洗浄力共に良好。泡あふれ

は一定量発生。✅ジェットシャワーは、洗浄範囲が狭くなってしまうことに加

え、泡あふれも顕著に。
泡あふれは一定量発生するものの、塗装品質も加味すると洗浄範囲も洗浄力も共

に良好な✅現状のストレートシャワーが工程には最適であることが分かりまし

た。
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最後に、泡の発生メカニズムを水槽で検証。

✅水滴は水面に✅着水した後✅沈降しますが、その際空気も水中に入り込みま

す。✅水面は戻ろうとするため、気泡が閉じ込められ✅浮上すると気泡の膜が発

生。✅この気泡の膜が消えず、残ってしまった場合、『泡』となります。

泡は弾けて消えれば残存しないことがわかったため、

✅泡が残ってしまうところに攻めどころを見つけることができました。

次に、発生工程で使用しているUF水の調査。
UF水は水道水と比較し、泡が長く残りやすい性質をもつ液体であること
がわかりました。
ただ、メーカーに確認した結果、泡が残りやすいのはUF水に含まれる溶
剤成分が原因で、正常とのこと。
この泡が残りやすい液体で泡あふれを撲滅しなければならないことが分
かりました。

活動計画。
サークルリーダー山本、テーマリーダー竹腰を中心に若手が勉
強しながらサポート、ベテランが知識を生かしフォローアップ
するような編成で活動計画を立案。
この編成はうまく機能し、今回の活動はおおよそ計画通りに活
動することができました。

目標設定。
2024年10月までに塗装機の泡あふれ発生をゼロにすることを目
標として設定しました。

要因解析。
特性要因図により、『泡が残ってしまう』という特性に対し4Mから重要要因をあぶり出し。まず、

今回の泡あふれは常時発生している、慢性的な不具合ではないことから、✅人のミスなどは重要要

因ではないと判断。また、UF水は泡が残りやすい性質であることは正常であるとの塗料メーカー見

解から、✅塗料に起因する要因も今回重要要因候補から外しました。さらに、シャワーの水圧な

ど、品質不具合の担保に必要な要因も✅重要要因候補から外しました。残った重要要因候補の中

で、サークルメンバーで検討した結果、✅『設備に泡を消す仕組みが無い』こと、これを、『泡が

残ってしまう』重要要因として検証していくこととしました。

要因解析結果の検証。
重要要因『設備に泡を消す仕組みがないこと』、に関してサークルメンバーで聞

き込み実施。✅しかし、経験や知見がなく真偽を掴むことができず…。そこで、

✅他部署の知見を持った方々を集め会議を開催。立上げ当初から塗装機に関わっ

ている他部署の方々の経験と知恵は豊富で泡あふれは、塗装品質改善の歴史の中

で顕著になったこと、そして、泡あふれの真因は、✅『泡を消す仕組みがない』

ことだと分かりました。
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対策の立案。
泡溢れ発生の真因が、『設備に泡を消す仕組みが無い』ことと
して、対策方針を『泡を消す仕組みを設備に追加する』ことに

しました。対策案は費用、期間、実現性、期待効果で評価。✅

点数の高いものから優先して実施していくこととしました

また今回、優先順位の高い対策案✅から計画的に実施していく

ためにPDPC法を使用して対策の方針を策定。
実際の対策は、この方針に沿したがって実施していきました。

まずは方策に沿って、『泡の上からシャワーをかける』対策を
実施。シャワーにより押しつぶされ泡は消え、泡あふれの発生
抑制には効果あり。しかし、泡発生位置の不規則からシャワー
をかける位置が安定せず、標準化が難しいことからこの対策は

✅不採用。次の✅『泡を回収して消す』対策を実施していくこ

ととしました。

『泡を回収し消す』対策として、その具体的な手段について悩みましたが、
以前、清掃時にバキュームで吸い込んでいた泡がペール間の中で液体となってい
たことをメンバーが思い出し、

泡を回収し消す、外付けの消泡装置を構想。この消泡装置は、✅泡を吸い込み、

ペール間の側面にぶつけることで衝突させて消し、液体として戻すことで泡を消
し去る装置。完全物理処理のため、UF水の品質に影響を与えません。また、無人
運用も可能で手間がかかりません。

構想した消泡装置は若手が中心となって自主製作。

手を真っ黒にしながら✅構想通りにうまくいくかどうか確認す

る✅事前トライや✅普段あまり工具を握らないメンバーが✅苦

労して✅組付をすることで、✅何とか形にすることが✅出来ま

した。✅FGサークルの知恵と苦労を具現化した、『FGバキュー

マー』、誕生！

効果確認。
製作したFGバキューマーはうまく機能し、吸い込んだ泡を液体
に戻してくれました。
設置後は泡あふれが全く発生せず、その他問題も確認できませ
んでした。
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効果確認。活動後、泡あふれは無くなり、撲滅達成！！ 有形効果。当初設定目標通り、塗装機の泡あふれ発生は、ゼロ
に。

✅年間28万9000円の改善効果を出すことが出来ました。

同時に職場環境の改善にもなり、ノーストレス職場づくりへ大
きく貢献。

次に無形効果。
今回の活動を通し、特に若手の自主性や問題解決の考え方には
著しい成長が見られ、
サークルのレベルも目標のBゾーンにレベルアップ。
個人もサークルも今回の活動を通して、大きく成長することが
できました。

個人スキル評価。
私個人は、今回の活動を通じて、他部署を巻込む力が向上。
それにより改善能力も向上したと感じました。

同様に、各個人も今回の活動を通し、成長することができまし
た。

標準化と管理の定着。
5W1Hで整理し、歯止めを実施。
標準類を改訂し、現地現物にて管理方法など教え込みを実施。
また、今後同様の問題を再発させないために、周知、図面化。
さらには、定期保守点検も定着させ、維持管理も徹底しまし
た。

反省と課題。
定量的な説得力がある議論が不十分だった反省はありますが、
現地で現物の現実を見て現状把握できたことや、積極的な新し
いQC手法の挑戦、若手の体験は大きな成長へと繋がりました。
今後も頭だけでなく、体や足も動かし、様々な挑戦を積極的に
続けていきます。
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